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は
じ
め
に

　

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
で
は
、
松
本
治
一
郎
記
念
会
館
で
収

蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
を
大
阪
の
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
図
書
資

料
室
︵
り
ぶ
ら
︶
へ
移
動
し
て
、
本
格
的
な
整
理
を
二
〇
〇
一
年

四
月
か
ら
行
っ
て
き
た
。

　

こ
の
資
料
は
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
中
央
本

部
に
集
め
ら
れ
た
部
落
解
放
運
動
関
係
資
料
で
、
松
本
治
一
郎
・

英
一
関
係
資
料
︵
以
下
、
敬
称
略
︶、
中
央
本
部
関
係
資
料
、
都
府

県
連
関
係
資
料
等
、
二
万
点
か
ら
な
り
、
戦
後
部
落
解
放
運
動
関

係
資
料
と
し
て
は
最
大
規
模
で
あ
る
。
こ
の
間
、
順
次
、
目
録
化

と
永
久
保
存
対
策
の
作
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
松

本
治
一
郎
関
係
の
資
料
の
整
理
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
。

　

松
本
治
一
郎
記
念
会
館
に
保
存
さ
れ
て
い
た
松
本
治
一
郎
宛
の

書
簡
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
六
六
年
一
一
月
の
没
年
ま
で
、
計
一

〇
八
〇
通
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
が
二
八
二
通
で
一
番
多
く
、
続

い
て
五
六
年
の
一
一
三
通
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
一
〇
〇

通
を
超
え
た
年
は
な
い
。
郵
便
物
は
大
量
に
あ
っ
た
は
ず
で
、
残

さ
れ
て
い
る
郵
便
物
は
ご
く
一
部
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

　

な
お
、
書
簡
以
外
に
も
、
新
聞
・
雑
誌
記
事
、
国
会
質
問
、
国

際
会
議
で
の
演
説
原
稿
や
選
挙
演
説
の
原
稿
、
各
種
団
体
の
案
内

文
や
報
告
書
、
選
挙
の
一
件
資
料
等
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
松
本
が
関
わ
っ
た
解
放
運
動
や
社
会

運
動
に
と
も
な
っ
て
や
り
と
り
さ
れ
た
書
簡
・
資
料
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
、
順
次
、
本
紀
要
で

資
料
紹
介
を
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

資
料
紹
介松

本
治
一
郎
記
念
会
館
旧
蔵
資
料

─
松
本
治
一
郎
関
係
書
簡
・
資
料
か
ら
（
そ
の
一
）─

本
多　

和
明

研究部
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資
料
の
整
理
は
、
本
多
和
明
︵
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
図
書
資

料
室
︶、
久
保
在す
み

久ひ
さ

︵
近
現
代
史
研
究
者
︶
が
担
当
し
た
。
所
蔵
資

料
か
ら
の
引
用
は
、
一
部
現
代
表
記
に
変
え
た
り
、
省
略
し
て
抜

き
書
き
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
本
文
中
、
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

敗
戦
を
前
に
し
て
│
芦
田
均
か
ら
の
ハ
ガ
キ

　
　

福
岡
市
馬
出　
　

松
本
治
一
郎
様

　
　

神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
佛
常
盤
山　

芦
田
均

　
　

 

折
に
ふ
れ
て
思
ひ
︵
い
︶
出
し　

君
に
逢
い
た
く
存
居
候
︵
ぞ
ん

じ
お
り
そ
う
ろ
う
︶

　
　

 

次
回
御
出
京
の
節
は
枉
︵
ま
︶
げ
て
御
来
駕
被
下
度
︵
ご
ら
い
が

く
だ
さ
れ
た
く
︶
待
ち
居
候
︵
ま
ち
お
り
そ
う
ろ
う
︶

　
　

御
健
祥
を
祈
上
候
︵
い
の
り
あ
げ
そ
う
ろ
う
︶

　
　
　
　

六
月
一
日 

拝
具

　

注
： 

︵　

︶内
に
、
現
代
表
記
お
よ
び
読
み
下
し
文
を
補
っ
て
い
る
。

　

松
本
と
親
交
の
あ
っ
た
人
々
と
の
心
温
ま
る
交
流
を
窺
う
こ
と

の
で
き
る
書
簡
の
一
つ
で
あ
る
。
政
治
家
で
は
、
芦
田
均
と
戦
前

か
ら
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
敗
戦
を
前
に
し
て
松
本
の
来
訪
を

請
う
一
九
四
五
年
六
月
一
日
付
ハ
ガ
キ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
と
て

も
貴
重
な
も
の
。

　

芦
田
は
一
九
三
一
年
、
柳
条
湖
事
件
の
勃
発
に
戦
争
へ
の
危
機

感
を
抱
き
外
交
官
の
辞
職
を
決
意
、
翌
三
二
年
、
立
憲
政
友
会
公

認
で
衆
議
院
選
挙
に
立
候
補
し
当
選
。
外
交
問
題
に
つ
い
て
軍
部

の
圧
力
に
屈
し
が
ち
な
政
府
の
外
交
方
針
に
鋭
く
迫
っ
た
こ
と
、

一
九
三
五
年
、
美
濃
部
達
吉
排
斥
運
動
が
起
き
た
と
き
、
美
濃
部

を
擁
護
す
る
た
め
率
先
し
て
奔
走
し
た
こ
と
、
一
九
四
〇
年
、
反

軍
演
説
を
お
こ
な
っ
た
斎
藤
隆
夫
が
懲
罰
動
機
に
よ
り
除
名
さ
れ

た
と
き
反
対
票
を
投
じ
た
こ
と
、
同
年
、
大
政
翼
賛
会
運
動
が
起

こ
っ
た
と
き
に
は
、
議
会
政
治
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
翼
賛
議

員
同
盟
の
結
成
に
参
加
せ
ず
、
尾
崎
行
雄
、
鳩
山
一
郎
、
川
崎
克

ら
と
﹁
同
交
会
﹂
を
組
織
し
、
一
九
四
二
年
の
翼
賛
選
挙
に
は
非

推
薦
で
出
馬
し
当
選
し
た
こ
と
な
ど
が
筋
金
入
り
の
リ
ベ
ラ
リ
ス

ト
・
民
衆
政
治
家
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
三
年
、
芦
田
は
、
戦
火
が
激
し
く
な
る
な
か
東
京
都
牛

込
区
牛
込
中
町
を
引
き
払
い
、
鎌
倉
常
盤
山
の
友
人
菅
原
通
済
の

別
荘
に
疎
開
し
、
そ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
た
。
一
九
四
四
年
九
月
二

九
日
か
ら
、
後
に
貴
重
な
歴
史
証
言
と
し
て
有
名
に
な
る
﹃
芦
田

均
日
記
』
が
書
き
始
め
ら
れ
る
が
、
す
で
に
周
囲
か
ら
戦
争
処
理

内
閣
の
外
務
大
臣
と
し
て
推
さ
れ
る
動
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
松
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本
宛
の
ハ
ガ
キ
は
残
念
な
が
ら
﹃
芦
田
均
日
記
』
に
は
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
同
日
記
の
一
九
四
五
年
六
月
一
日
の
ペ
ー
ジ
に
は

﹁
昨
日
は
久
し
ぶ
り
に
横
須
賀
線
が
復
旧
し
た
の
で
朝
の
汽
車
で

東
京
に
出
た
。
途
上
に
見
た
横
浜
の
変
貌
は
心
を
痛
ま
し
め
る
。

一
面
の
焼
野
原
が
か
つ
て
の
関
東
震
災
の
日
を
偲
ば
せ
た
。⋮︵
中

略
︶
⋮
牛
込
の
旧
宅
も
二
十
六
日
に
烏う

有ゆ
う

に
帰
し
た
と
聞
く
。
か

よ
う
に
し
て
昔
の
東
京
は
殆
ん
ど
影
を
潜
め
た
。
顔
を
合
せ
て
談か
た

り
た
い
友
は
あ
っ
て
も
、
逢
う
べ
き
場
所
も
焼
け
落
ち
て
い
る
。

偶た
ま
た
ま々

逢
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
恐
ら
く
は
煎
茶
の
一
杯
さ
え
飲
む
つ

て
も
あ
る
ま
い
。落ら
く
ば
く莫

た
る
街
の
た
た
住
居
で
あ
る
。﹂と
記
さ
れ
、

日
本
の
戦
後
復
興
に
む
け
て
、
旧
友
・
松
本
の
意
見
を
是
非
と
も

聞
き
た
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

敗
戦
、
一
九
四
五
年
九
月
四
日
、
第
八
八
回
帝
国
議
会
が
招
集

さ
れ
開
院
式
が
行
わ
れ
た
そ
の
日
に
、
芦
田
は
質
問
第
一
号
と
し

て
﹁
大
東
亜
戦
争
を
不
利
な
る
終
結
に
導
き
た
る
原
因
並
其
の
責

任
の
所
在
を
明
白
に
す
る
為
政
府
の
執
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
質

問
主
意
書
﹂
を
提
出
し
た
。
同
日
、
質
問
第
二
号
と
し
て
松
本
が

提
出
し
た
﹁
戦
災
者
救
済
ニ
関
ス
ル
質
問
主
意
書
﹂
は
、﹁
大
東

亜
戦
争
は
、
我
国
歴
史
に
類
例
な
き
大
敗
北
を
以
て
終
結
を
告
げ

た
。
而
し
て
戦
禍
は
全
国
土
に
及
び
空
襲
に
よ
り
焼
爆
せ
ら
れ
た

る
戸
数
は
二
百
三
十
万
戸
、
罹
災
せ
る
同
胞
の
数
は
実
に
一
千
万

人
に
垂
ん
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
戦
災
者
の
多
く
は
直
ち
に
一
家

を
構
え
る
能
は
ず
。
家
族
を
分
散
せ
し
め
或
は
他
家
に
同
居
し
又

焼
跡
に
さ
さ
や
か
な
仮
小
屋
を
急
設
し
て
文
字
通
り
着
の
み
着
の

ま
ま
に
て
僅
か
に
雨
露
を
凌
い
で
い
る
悲
惨
極
ま
る
状
況
に
あ

る
。
⋮
︵
後
略
︶
⋮
﹂
で
始
ま
り
、
一
、
陸
海
軍
高
級
将
校
が
軍

需
物
資
を
隠
匿
、
又
は
私
物
化
し
て
売
却
し
た
責
任
の
追
及
と
調

査
、
二
、
仮
設
住
宅
の
建
設
の
促
進
、
三
、
軍
需
工
場
鉱
山
の
寝

具
等
を
回
収
し
て
戦
災
者
に
給
与
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
、
後
に

総
理
大
臣
に
就
任
す
る
芦
田
、鳩
山
一
郎
を
は
じ
め
、﹁
反
軍
演
説
﹂

で
知
ら
れ
る
斎
藤
隆
夫
や
﹁
憲
政
の
神
様
﹂
と
呼
ば
れ
た
尾
崎
行

雄
、
戦
後
社
会
党
再
建
に
力
を
尽
く
し
た
水
谷
長
三
郎
、
西
尾
末

廣
な
ど
、
三
一
名
が
賛
成
者
に
名
を
連
ね
た
。

　

戦
後
、
芦
田
は
一
九
四
六
年
自
由
党
か
ら
出
馬
し
当
選
、
敗
戦

直
後
の
日
本
政
治
の
中
心
人
物
の
一
人
だ
っ
た
。
憲
法
改
正
特
別

委
員
会
委
員
長
に
就
任
し
、
憲
法
制
定
に
関
与
し
た
。
芦
田
は
、

日
本
国
憲
法
第
九
条
第
一
項
の
戦
争
放
棄
を
確
実
な
も
の
と
す
る

た
め
、
軍
隊
保
持
を
禁
じ
て
い
る
第
九
条
第
二
項
に
﹁
前
項
の
目

的
を
達
す
る
た
め
﹂
と
い
う
語
句
を
加
え
た
︵
芦
田
修
正
条
項
と

い
わ
れ
る
︶。
改
正
憲
法
案
は
衆
議
院
貴
族
院
両
院
の
審
議
に
か

け
ら
れ
、
両
院
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
た
の
ち
、
一
九
四
六

年
一
一
月
三
日
公
布
さ
れ
た
。
一
九
四
七
年
自
由
党
か
ら
た
だ
ひ

と
り
脱
党
し
て
、
日
本
進
歩
党
と
共
に
民
主
党
を
結
党
、
党
総
裁

に
就
任
し
、
片
山
哲
内
閣
の
外
務
大
臣
就
任
。
一
九
四
八
年
三
月
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一
〇
日
に
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
す
る
が
、
昭
和
電
工
事
件
に
捲

き
込
ま
れ
、
一
〇
月
七
日
に
総
辞
職
、
一
二
月
七
日
芦
田
自
身
も

逮
捕
︵
後
に
無
罪
判
決
︶。
一
九
五
九
年
六
月
二
〇
日
、
芝
・
白
金

の
自
宅
に
お
い
て
死
去
し
た
。

　
﹃
芦
田
均
日
記
』の
一
九
四
八
年
一
月
六
日
の
ペ
ー
ジ
に
は
、﹁
快

晴　

外
務
省
へ
行
き
弁
当
を
食
い
、午
後
は
有
楽
座
へ
行
っ
て︵
松

本
治
一
郎
氏
へ
の
義
理
で
顔
を
出
し
た
︶
破
戒
を
一
時
間
許
り
見

た
。﹂
と
あ
る
。
一
九
四
八
年
一
月
二
日
か
ら
二
五
日
間
東
京
の

有
楽
座
で
上
演
さ
れ
た
﹃
破
戒
』
は
、
丑
松
を
宇
野
重
吉
、
猪
子

蓮
太
郎
を
滝
沢
修
、
お
志
保
を
山
口
淑
子
が
演
じ
、
連
日
満
員
の

盛
況
で
、
の
べ
六
万
人
を
こ
え
る
観
客
を
動
員
し
た
が
、
松
本
は

参
議
院
議
員
全
員
と
衆
議
院
の
社
会
党
議
員
、
首
相
の
片
山
哲
以

下
全
閣
僚
を
招
待
し
た
。
こ
の
と
き
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
だ
っ

た
。

参
考
文
献

芦
田
均
著
、
進
藤
栄
一
ほ
か
編
纂 

﹃
芦
田
均
日
記
』
第
一
～
二
巻
、
岩

波
書
店
、
一
九
八
六
年

宮
野
澄
著
﹃
最
後
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
・
芦
田
均
』
文
藝
春
秋
、
一
九
八

七
年

民
族
教
育
へ
の
弾
圧
を
乗
り
越
え
て 

 
―

東
京
都
立
朝
鮮
人
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
の
手
紙

　

一
九
五
二
年
一
〇
月
二
二
日
、
東
京
都
立
朝
鮮
人
学
校
連
合
運

動
会
に
、
松
本
は
花
環
を
贈
呈
し
、
関
係
者
か
ら
感
激
と
感
謝
を

さ
れ
た
。
や
や
長
文
に
わ
た
る
が
、
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る

の
で
、
礼
状
の
全
文
を
掲
載
し
て
お
く
。

　

こ
の
御
厚
情
は
運
動
会
に
集
っ
た
大
衆
ば
か
り
で
な
く
六
十
万

同
胞
に
も
同
じ
き
感
謝
と
感
激
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

大
運
動
会
は
警
察
官
憲
の
妨
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
衆
に
守
ら

れ
大
衆
の
中
に
育
っ
た
五
千
の
児
童
と
生
徒
達
は
意
気
揚
々
と
日

頃
の
訓
練
と
組
織
力
に
よ
っ
て
大
成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
を
得

ま
し
た
こ
と
は
更
に
大
き
な
自
信
と
覚
悟
を
与
え
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　

世
界
の
勤
労
者
階
級
が
平
和
を
渇
望
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
握
り
の
独
占
資
本
家
共
が
自
己
の
あ
く
な
き
利
潤
追
求
の

為
に
戦
争
を
挑
発
し
我
が
祖
国
の
山
河
は
焦
土
と
化
し
ま
し
た
。

無
辜
の
民
は
父
母
兄
弟
を
失
ひ
飢
餓
に
あ
え
い
で
い
る
時
、
血
ぬ

ら
れ
た
金
を
儲
け
て
ほ
く
そ
え
ん
で
い
る
一
部
反
動
共
の
罪
悪
は

人
類
道
徳
上
許
さ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
帝
の
あ
く

な
き
世
界
支
配
の
野
望
と
そ
の
手
先
反
動
吉
田
政
府
は
世
界
の
民

主
平
和
勢
力
の
増
大
と
共
に
日
増
に
高
ま
っ
て
行
く
日
本
の
平
和
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勢
力
を
お
さ
え
、
日
本
を
し
て
ア
ジ
ア
侵
略
の
地
盤
た
ら
し
め
ん

と
し
て
帝
国
主
義
の
復
活
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
人
類
の
歴

史
は
正
し
く
平
和
の
道
を
指
向
し
て
い
る
し
、
日
本
の
歴
史
そ
の

も
の
も
正
し
き
方
向
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
ア
ジ
ア

太
平
洋
平
和
会
議
が
北
京
で
開
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に

結
集
さ
れ
た
各
国
の
強
き
意
志
表
示
が
何
よ
り
も
明
確
に
示
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
は
日
本
の
平
和
の
と
り
で
と
し
て
、
否
世
界
の
平
和
の
と

り
で
と
し
て
、
日
本
八
千
万
民
族
の
平
和
使
節
と
し
て
、
こ
の
歴

史
的
会
議
に
参
加
し
よ
う
と
心
命
を
投
げ
打
っ
て
斗
っ
た
こ
と
を

我
々
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
崇
高
な
る
御
精
神
を
か
け
が

え
の
な
い
も
の
と
し
て
八
千
万
民
族
は
胸
に
た
た
ん
で
い
る
こ
と

と
信
じ
ま
す
。
し
か
し
野
獣
共
の
妨
害
で
と
う
と
う
こ
の
崇
高
な

る
使
命
が
達
せ
ら
れ
ず
北
京
会
議
に
御
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
か
え
す
が
え
す
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
戦
争
屋
共
に
限
り
無
き

憎
悪
を
抱
く
の
で
あ
り
ま
す
。

　

先
生
の
御
心
状
を
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。

　

在
日
朝
鮮
人
が
民
族
的
差
別
と
共
に
世
界
の
平
和
、
就
中
朝
鮮

の
平
和
の
為
に
勇
敢
に
斗
っ
て
い
る
こ
と
は
御
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
戦
争
犠
牲
を
何
時
の
世
に
於
て
も
一
番
受
け
て
来
た
民

族
で
あ
れ
ば
こ
そ
平
和
へ
の
欲
望
は
切
実
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

在
日
朝
鮮
人
が
解
放
と
同
時
に
民
族
教
育
を
叫
び
粒
々
辛
苦
を

積
み
重
ね
て
今
日
や
っ
と
そ
の
成
果
を
得
よ
う
と
す
る
時
、
日
本

の
反
動
共
は
機
会
あ
る
毎
に
あ
ら
ゆ
る
誹
謗
と
中
傷
に
よ
っ
て
こ

れ
を
抹
殺
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
東
京
に
於
て
は
現
に
都
立
校

と
し
て
平
和
的
民
主
的
な
教
育
を
実
施
し
て
そ
の
成
果
は
二
十
二

日
の
連
合
大
運
動
会
に
は
如
実
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
見
物

さ
れ
た
体
育
専
門
家
達
は
こ
の
恐
る
べ
き
成
果
を
激
賞
し
て
呉
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
と
反
し
て
あ
ら
ゆ
る
誹
謗
に
よ
っ
て
都
立

校
を
廃
止
し
私
立
学
校
に
移
管
し
て
そ
の
果
は
民
族
教
育
を
抹
殺

す
べ
く
廃
校
に
導
こ
う
と
す
る
陰
謀
を
東
京
都
並
に
日
本
政
府
は

企
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
我
等
は
あ
く
ま
で
こ
れ
等
の
陰
謀

を
暴
露
し
て
斗
っ
て
い
る
し
斗
う
つ
も
り
で
す
。
ど
う
か
先
生
に

於
か
れ
て
は
多
事
多
難
な
御
繁
務
と
は
存
じ
ま
す
が
、
倍
旧
の
御

声
援
と
御
鞭
撻
の
程
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
和
の
と
り
で
で
あ
る
先
生
の
御
健
康
を
御
祈
り
す
る
と
共
に

我
が
連
合
運
動
会
に
よ
せ
ら
れ
た
御
厚
志
に
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。

　

手
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
戦
後
、
在
日
朝
鮮
人
の
子
ど
も
た
ち
に

対
す
る
教
育
は
非
常
に
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
一

九
四
九
年
九
月
、
法
務
総
裁
は
団
体
等
規
制
令
違
反
を
理
由
に
在

日
本
朝
鮮
人
連
盟
︵
朝
連
︶
の
解
散
を
命
じ
、
一
〇
月
に
は
、
文

部
省
管
理
局
長
・
法
務
省
特
別
審
査
局
長
共
同
通
達
を
出
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
旧
朝
連
設
置
の
学
校
に
つ
い
て
は
廃
校
に
な
っ
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た
と
し
て
処
置
す
る
、
②
無
認
可
の
朝
鮮
人
学
校
︵
民
団
系
含
む
︶

に
解
散
を
勧
告
し
、
応
じ
な
い
学
校
は
二
週
間
以
内
に
私
立
学
校

の
認
可
申
請
を
し
な
け
れ
ば
閉
鎖
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

一
〇
月
一
九
日
に
は
﹁︵
第
二
次
︶
学
校
閉
鎖
令
﹂︵
九
二
校
︶
を

発
布
し
、
多
く
の
朝
鮮
学
校
を
武
装
警
察
官
に
よ
っ
て
強
制
閉
鎖

し
た
。
ま
た
、
一
一
月
四
日﹁
改
組
令
﹂︵
二
四
五
校
︶を
強
要
し
、

学
校
改
組
の
勧
告
に
応
じ
な
い
学
校
を
自
動
的
に
閉
鎖
し
、
つ
い

で
私
立
学
校
認
可
申
請
手
続
き
を
し
た
一
二
八
校
に
つ
い
て
は
、

文
部
省
で
一
括
審
査
し
、
大
阪
の
一
学
園
三
校
︵
白
頭
学
園
建
国

小
・
中
・
高
︶
以
外
を
す
べ
て
不
認
可
と
し
て
閉
鎖
を
命
じ
た
。

　

同
年
一
一
月
二
〇
日
、
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、﹁
東
京
都
立

朝
鮮
人
学
校
設
置
に
関
す
る
規
則
﹂
を
制
定
し
、﹁
朝
鮮
人
学
校

取
り
扱
い
要
綱
﹂
を
発
布
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
都
内
の
朝
鮮
学

校
一
四
校
は
す
べ
て
都
立
学
校
に
な
っ
た
。
五
五
年
三
月
に
は
、

東
京
都
立
朝
鮮
人
学
校
な
ど
そ
れ
ま
で
公
費
で
運
営
さ
れ
て
き
た

朝
鮮
学
校
を
在
日
朝
鮮
人
の
自
主
的
運
営
に
戻
す
と
い
う
名
目
の

も
と
、
都
立
朝
鮮
人
学
校
は
、
一
四
校
す
べ
て
が
廃
校
と
な
り
、

自
主
学
校
に
移
行
し
た
。
同
年
に
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
︵
総

連
︶
が
発
足
し
、
朝
鮮
学
校
は
再
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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